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研究成果の概要（和文）：　看護基礎教育における、実習指導者とスタッフナースの共同実習指導体制の「スタ
ッフナースの実習指導」向上ｅラーニング教材開発に向けた基礎資料を得るため、「スタッフナースの実習指
導」について、アンケート調査を実施し、教員及び実習指導者の役割期待、スタッフナース自身の役割認識と役
割遂行を明らかにした。[スタッフナースの実習指導」に対する教員及び実習指導者の役割期待、スタッフナー
ス自身の役割認識・役割遂行の実態が明らかとなった。本調査の結果をふまえ、現在ｅラーニング教材を検討し
ている。

研究成果の概要（英文）：In this study, a questionnaire survey was conducted to obtain basic 
materials for developing clinical practice education for staff nurse.We clarified the role 
expectations of teachers and practical instructors and the role recognition/role fulfillment of 
staff nurses themselves.The role expectations of the teachers and the  practical instructors and the
 role recognition and role fulfillment of staff nurses.We are developing e-learning materials based 
on the results.

研究分野：看護

キーワード： 実習指導　スタッフナース　看護基礎教育

  ４版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
 本研究で明らかになった実態を基に、実習指導者とスタッフナース共同指導体制におけるスタッフナースの実
習指導eラーニング教材開発を行う。開発される教材をスタッフナースに提供することにより、指導体制の充実
を図り、看護実践能力を獲得した看護師の輩出に貢献できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

 本邦において、看護基礎教育における実習指導体制は様々で、実習指導者のみが実習指導を行
うのはなく、スタッフナースも実習指導を行う共同指導体制の実習指導体制（以下実習指導者と
スタッフナースの共同指導体制）も多くある。このような状況で、実習指導者は実習指導に対し
て非常に困難を感じ（井上 2010、志田 2010、高橋 2009）、スタッフナースが実習指導に協力
的でない、スタッフナースが実習指導をできない等の悩みを抱え、そのことに対しどうにか解決
しようと工夫を凝らしている（中谷 2014）。 一方、スタッフナースは、実習指導を行うものと
しての教育が十分でなく、実習指導に不安を感じている（古川 2013）等の報告もある。そこで、
現状を踏まえた「スタッフナースの実習指導」での課題を解決する支援の検討が必要であると考
えた。 

 

２．研究の目的 

本研究は、実習指導者とスタッフナースの共同指導体制における「スタッフナースの実習指導」
に対する教員と実習指導者の役割期待、スタッフナース自身の役割認識と役割遂行を明らかに
し、スタッフナース対象の臨床でも学習可能で、楽しく学べ、実習指導への実践に結びつく「コ
ーチングを取り入れた実習指導」ｅラーニング教材を開発するための基礎資料を得る。 

 

３．研究の方法 

 質問紙調査を実施した。 

１）対象者 

 A 県看内の看護師養成施設（准看護師養成施設・通信制は除く）20 施設の教員、200 床以上
の病院 19 施設の看護師。医療機関の看護部長（施設長）へ調査を依頼し、協力の意思が得られ
た施設を対象に必要部数を郵送し、対象者への配布をし、個別での郵送返送とした。発送数は教
員 102 部、看護師 310 部、返送数は教員 66 部、看護師 138 部であった。病院看護師の中から、
実習指導者とスタッフナース共同指導体制の実習指導者とスタッフナースを抽出した。 

２）調査時期 

 2020 年 1 月～3 月 

３）調査内容 

調査票は、中山ら（2015）、山田ら（2012）、Lani M,et.al（1988）らの実習指導者の役割に関
する研究で用いられている調査項目 136 項目をもとに作成した。研究者間で質問表現検討、類
似項目の削除等を行い、類似項目の削除し、研究者間で質問表現検討等を行い調査項目は 88 項
目とした。役割期待・役割認識は、役割だと思うかに対して「そう思う」「どちらかといえばそ
う思う」「どちらかといえばそう思わない」「全くそう思わない」の 4 択、役割遂行は、「行って
いる」「行っていない」の 2 択である。看護師の基本属性は、所属部署、性別、臨床経験年数、
職位、所属する部署の実習体制等を調査した。 

４）解析・分析方法 
 調査内容ごとに単純集計し、基本統計量を算出した。実習指導の役割について、役割期待・役
割認識については、「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と答えた人数割合、役割遂行は、
「行っている」と答えた人数割合を算出した。統計ソフト SPSS を用いて実施した。 
 
４．研究成果 
１）研究協力者について 
 教員 66 名、実習指導者とスタッフナースの共同指導体制の実習指導者 29 名、スタッフナース

32 名であった。教員は経験年数 10.8±9.1 年、実習指導者は経験年数 12±6.5 年、スタッフナ
ースは経験年数 13.8±9.7 年であった。 
２）「スタッフナースの実習指導」に対する教員と実習指導者の役割期待とスタッフナース自身
の役割認識 
＜教員・実習指導者共に 90％以上が役割であると認識した項目＞ 
 表１に実習指導者とスタッフナースの共同指導体制における「スタッフナースの実習指導」役
割期待（教員・実習指導者）とスタッフナース自身の役割認識を示す。 
 教員・実習指導者共に 90％以上が「スタッフナースの実習指導」役割であると認識した役割
項目は、88 項目中 41 項目（表１項目 1～41）であった。 
 「どの学生にも平等に対応する」等の“学生の尊重”9 項目、「学生の学びの機会をできるだけ
確保する」等の“学習の基本的な支援”10 項目、「学生が実施するケアを見守る」「学生が実施
したケアの不足を補う」等の“ケアの指導・補足”5 項目、「実践の基本原則を確認する」等の
“根拠に基づく指導”4 項目、“意欲的に取り組めるよう指導”3 項目、「物事をうのみにせず考
えるよう学生に勧める」等“考え方の支援”1 項目、“役割モデル”4 項目、“実習にくる学生状
況の把握”1 項目、“受け入れる雰囲気づくり”1 項目、“実習に関わる人との連携”の内“他ス
タッフや実習指導者との連携”の 3項目であった。また、41 項目のうち 40 項目は、スタッフナ
ース自身も 8 割強以上の人数が役割であると認識していたが、「最近の看護学生の一般的な特徴
を把握する」はスタッフナース自身の役割認識人数割合は 71.9％であり、教員と実習指導者の
役割期待人数割合（96.9％,96.6％）と最も差がみられた。 
＜教員又は実習指導者又はスタッフナースの 90％以上が役割であると認識した項目＞ 



 表 1 の項目 42～項目 65 が、教員又は実習指導者又はスタッフナースの 90％以上が役割であ
ると認識した項目である。“学生の尊重”1項目、“学習の基本的な支援”3項目、“看護過程の支
援”3項目、“根拠に基づく支援”3 項目、“意欲的に取り組めるよう指導”2 項目、“問題状況の
確認と支援”2 項目、“学生個々に合わせた指導”3項目、“役割モデル”2項目、“実習にくる学
生状況の把握”4 項目、“実習に関わる人との連携”3 項目であった。教員の 90％以上が役割と
認識していた“実習にくる学生状況の把握”は、教員の役割期待人数割合とスタッフナース自身
の役割認識人数割合と差が大きかった。 

＜教員・実習指導者・スタッフナースが役割であると認識した割合が 90％未満の項目＞ 

 表 2 に、教員・実習指導者・スタッフナースが役割であると認識した割合が 90％未満の項目

を示す。“学生個々に合わせた指導”8 項目、“問題状況の確認と支援”2 項目、“学習方法の支援”

4 項目、“指導に関わる人との連携”の内“教員との連携”4項目、“実習にくる学生状況の把握”

1 項目、“実習環境の準備”2 項目等であった。 

３）「スタッフナースの実習指導」のスタッフナース自身の役割遂行 

 教員又は実習指導者又はスタッフナースの 90％以上が役割であると認識した項目について、

スタッフナース自身（22 人）が実習指導役割を遂行している人数割合を表 1 の最右列に示す。

スタッフナース自身の実施人数割合が 6割を切った項目は 10 項目あった。教員、実習指導者共

に 90％以上が役割と答えた 41 項目の内、スタッフナースの実施率が最も低かった項目は「学生

の学習状況や指導状況を実習指導者と共有する」の 38.1％であった。 

＜考察＞ 

 今回の調査により、実習指導者とスタッフナースの共同指導体制において、教員、実習指導者、

スタッフナースそれぞれの立場により、「スタッフナースの実習指導」に対する役割期待、役割

認識が異なっている項目がみられた。また、「スタッフナースが実習指導」における自分自身の

役割であると認識していても、遂行率が低い項目が多かった。それぞれの役割期待、認識が異な

ること、スタッフナース自身が役割認識していても遂行できないことは、実習指導体制の不備と

なり、学生教育に悪影響となる。各施設・各実習において、スタッフナースだけでなく実習指導

者、教員の役割の確認と連携について話し合いの必要があると示唆された。 

また、実習指導者とスタッフナースの共同指導体制における「スタッフナースの実習指導」の

コアな役割も伺えた。教員や実習指導者の役割期待又はスタッフナースの役割認識の人数割合

が 90％以上であった“学生の尊重”“学習の基本的な支援”“ケアの指導・補足”“根拠に基づく

指導”“意欲的に取り組めるよう指導”“考え方の支援”“役割モデル”“実習にくる学生状況の把

握”“受け入れる雰囲気づくり”“他スタッフや実習指導者との連携”は、実習指導者とスタッフ

ナースの共同指導体制における「スタッフナースの実習指導」のコアな役割あると考えられた。

一方、90％未満であった“学生個々に合わせた指導”“問題状況の確認と支援”“学習方法の支援”

等は「スタッフナースの実習指導」役割としては検討する必要がある。 

「スタッフナースの実習指導」のコアな役割は、スタッフナースの教育支援に活用することが

可能である。特に、“実習にくる学生状況の把握”は教員の役割期待の人数割合に比べ、スタッ

フナースの役割認識人数割合が少なく、特に重点化する必要があると考えられた。本調査の結果

をふまえ、現在ｅラーニング教材を検討している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 



 

役割認識

教員（％）
実習指導者
（％）

スタッフナー
ス（％）

1 学生の特徴を見極めそれに合わせて指導をする 学生個々に合わせた指導 80 86.2 84.4

2 学生の目標達成状況に応じて指導の優先順位を決定する 学生個々に合わせた指導 78.5 89.7 84.4

3 学生個々の学習課題に基づき指導をする 学生個々に合わせた指導 78.5 82.1 84.4

4 学生の実習目標達成度を把握する 学生個々に合わせた指導 76.9 89.7 78.1

5 学生に期待されていることや求められていることを明確に示す 学生個々に合わせた指導 72.3 72.4 77.4

6 達成・未達成の目標を学生と共有する 学生個々に合わせた指導 71.9 82.8 68.8

7 学生の行動を注意深く観察し些細な変化に気づく 学生個々に合わせた指導 69.2 79.3 75

8 学生の状況に応じてより高いレベルに到達するよう働きかける 学生個々に合わせた指導 64.6 79.3 71.9

9 問題解決のための方法を学生とともに考え提案する 問題状況の確認と支援 89.1 86.2 84.4

10 学生が自己評価できる機会をつくる 問題状況の確認と支援 73.8 82.8 75

11 自己学習に活用できる資源（人や物、情報や文献）を提供する 学習方法の支援 69.2 51.7 56.3

12 学生が臨床状況に理論を適用することを支援する 学習方法の支援 61.5 69 75

13 自己学習に活用できる関連文献の活用を促す 学習方法の支援 60 44.8 50

14 予習課題を提示する 学習方法の支援 60 58.6 50

15 学生の学習状況を教員と共有する 指導に関わる人との連携 84.6 72.4 68.8

16 患者の反応や評価を教員と共有する 指導に関わる人との連携 84.6 82.8 71.9

17 実習指導方針について教員に確認する 指導に関わる人との連携 79.7 65.5 53.1

18 教員と指導計画を調整し役割分担をする 指導に関わる人との連携 76.9 58.6 50

19 実習期間中、指導に専念できるよう業務内容を調整する 業務内容の調整 70.8 79.3 59.4

20 学生がどのような科目を習ってきたかを確認する 実習にくる学生状況の把握 83.1 79.3 71.9

21 学生の記録場所やカンファレンス場所を確保する 実習環境の準備 73.8 79.3 59.4

22 学生が使用する物品の確認・整備する 実習環境の準備 66.2 72.4 46.9

23 客観的に学生の評価を行う 学生評価 72.3 89.7 84.4

質問項目 役割の要素
役割期待

表２　「スタッフナースの実習指導」に対する役割期待と役割認識（90％以下）
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